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当
初
の
日
程
を
変
更
し
、
５
月
28
日
に
通
常
総

会
を
日
本
印
刷
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
し
っ
か

り
と
実
施
し
た
う
え
、
支
部
員
だ
け
の
参
加
で
行

い
ま
し
た
。
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決

し
ま
し
た
。

田
畠
支
部
長
は
、
前
期
を
振
り
返
り
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
だ
っ
た
。

そ
ん
な
中
、
毎
月
の
役
員
・
地
区
長
会
は
、
感
染

防
止
に
配
慮
し
つ
つ
リ
ア
ル
と
リ
モ
ー
ト
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
前
支
部
長
か

ら
引
き
継
ぎ
、
宿
題
だ
っ
た
各
地
区
の
再
編
を
進

め
、
９
地
区
を
４
地
区
（
京
橋
・
銀
座
地
区
、
新

富
・
築
地
・
入
船
地
区
、
湊
・
八
丁
堀
地
区
、
新

川
・
月
島
地
区
）
に
再
編
し
た
」
と
地
区
の
再
編

成
に
つ
い
て
報
告
。

「
再
編
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
再
編
し
て
活

性
化
さ
せ
、
価
値
あ
る
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
」
と
述
べ
、
新
年
度
は
各
地
区
の
活
性
化

に
注
力
し
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
東
印
工
組
の
本
部
で
は
「「
効

京
橋
支
部
「
令
和
３
年
通
常
総
会
」
開
催
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率
の
良
い
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
に
よ
る
収
益
拡
大
」、「
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
へ
の
さ
ら
な
る
変

革
」、「
人
材
の
確
保
と
育

成
」
の
三
位
一
体
に
よ
る

印
刷
産
業
の
構
造
改
革
を

推
進
し
て
お
り
、
と
て
も

有
用
な
情
報
を
た
く
さ
ん

発
信
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
情
報
を
再
編
し
た
４
地

区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
そ

の
活
力
を
利
用
し
て
、
支
部

組
合
員
の
血
と
な
り
肉
と

な
る
よ
う
に
し
っ
か
り
伝

達
し
活
用
で
き
る
よ
う
に

展
開
し
て
い
き
た
い
」
と

強
調
し
た
。

総
会
後
、
長
年
組
合
に
貢

献
さ
れ
た
長
寿
者
代
表
の

方
々
に
支
部
長
よ
り
お
祝

い
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

金
山
前
支
部
長
に
は
記
念

品
の
贈
呈
が
あ
り
、
総
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

令和３年通常総会
2021.5.28
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２
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ゴ
ル
フ
場
で
し
た
。

さ
て
ワ
ク
ワ
ク
で
迎
え
た
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
で
す
が
、
当
日
が
初
め
ま

し
て
の
会
員
の
先
輩
方
も
見
守
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
中
で
テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
立
つ
と
突
然
の
緊
張
感
に
襲
わ
れ
て
、
い
き
な
り
Ｏ
Ｂ
か
！
と
思

う
ほ
ど
の
ド
ス
ラ
イ
ス
。
朝
イ
チ
か
ら
カ
ー
ト
に
乗
れ
ず
に
小
走
り
で

ボ
ー
ル
へ
向
か
う
始
末
に
て
ヤ
レ
ヤ
レ
と
思
っ
て
２
打
目
を
準
備
す
る
と

同
組
の
先
輩
方
も
左
へ
右
へ
…
と
っ
て
も
優
し
く
コ
ー
ス
説
明
を
し
て
く

れ
る
気
さ
く
な
キ
ャ
デ
ィ
ー
さ
ん
が
走
り
回
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

急
に
緊
張
が
解
け
そ
れ
か
ら
は
何
と
な
く
自
分
な
り
の
ス
コ
ア
で
ホ
ー
ル

を
重
ね
て
行
き
ま
し
た
。

美
味
し
い
お
昼
の
後
の
後
半
戦
、
高
性
能
Ｇ
Ｐ
Ｓ
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
ボ
ー

ド
搭
載
の
最
新
カ
ー
ト
ナ

ビ
で
他
の
組
の
皆
さ
ん

の
ス
コ
ア
も
タ
イ
ム
リ
ー

に
確
認
で
き
て
、
同
組
で

回
ら
せ
て
頂
い
た
前
回
優

勝
者
の
新
井
会
長
と
共
に

「
優
勝
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
ね
‼
」
な
ど
と
盛
り

上
が
り
な
が
ら
プ
レ
イ
し

て
ド
キ
ド
キ
で
ホ
ー
ル
ア

ウ
ト
致
し
ま
し
た
。

表
彰
式
会
場
に
は
ズ
ラ

リ
と
並
ん
だ
豪
華
賞
品
の

数
々
！
あ
ま
り
に
も
多
く

千
葉
共
同
印
刷
㈱　

植
草
敏
雄

２
０
２
１
京
橋
オ
ー
プ
ン
に
て
、
コ
ン
ペ
初
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。４

月
に
発
出
さ
れ
ま
し
た
緊
急
事
態
宣
言
が
９
月
30
日
に
解
除
さ
れ
た

ば
か
り
で
、
大
好
き
な
飲
み
会
も
自
粛
の
日
々
が
続
い
て
い
た
私
に
と
り

ま
し
て
は
正
に
待
ち
に
待
っ
た
イ
ベ
ン
ト
‼

当
日
の
天
候
も
申
し
分
な
い
ゴ
ル
フ
日
和
に
て
、
初
参
加
の
緊
張
よ
り

も
楽
し
さ
が
増
し
て
し
ま
っ
た
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
ま
し
た
。

会
場
の
お
お
む
ら
さ
き

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
は
関
越
道

東
松
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
９

㎞
。「
２
０
１
８
年
日
本

プ
ロ
ゴ
ル
フ
グ
ラ
ン
ド
・

ゴ
ー
ル
ド
シ
ニ
ア
選
手

権
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
た

雄
大
な
コ
ー
ス
で
す
。
ゴ

ル
フ
場
予
約
サ
イ
ト
の
Ｇ

Ｄ
Ｏ
に
よ
る
と
「
設
備
が

充
実
し
て
い
る
」「
コ
ー

ス
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
良

い
」「
食
事
が
お
い
し
い
」

な
ど
が
好
評
価
の
素
敵
な
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の
賞
品
が
あ
っ
た
の
で
ど
れ
か
は
頂
け
る
か
な
ぁ
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
し

た
ら
、
新
ペ
リ
ア
方
式
の
お
か
げ
さ
ま
で
優
勝
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
‼ 

緊
急
事
態
宣
言
明
け
直
後
の
週
末
、
い
き
な
り
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
い
う

こ
と
で
若
干
家
族
に
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
も
あ
り
な
が
ら
朝
は
こ
っ
そ
り

と
家
を
出
ま
し
た
が
、
帰
宅
時
に
は
賞
品
の
豪
華
タ
ラ
バ
ガ
ニ
２
㎏
を
抱

え
な
が
ら
大
威
張
り
で
玄
関
の
扉
を
開
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
（
笑
）。

お
陰
様
で
大
変
楽
し
い
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
こ

れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
集
い
に
積
極
的
に
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
た

く
存
じ
ま
す
。
支
部
長
を
は
じ
め
幹
部
の
皆
様
、
京
橋
オ
ー
プ
ン
幹
事
の

皆
様
、
並
び
に
ご
参
加
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



5

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
開
催
出
来
ず
に
い
ま
し
た

が
、
令
和
２
・
３
年
度
役
員
で
初
め
て
の
拡
大
幹
事
会
を
20
名
の
参
加
者

で
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

場
所
は
京
橋
エ
ド
グ
ラ
ン
地
下
に
あ
り
、
明
治
屋
直
営
の
洋
食
・
ビ
ア

レ
ス
ト
ラ
ン
「
京
橋
モ
ル
チ
ェ
」
で
す
。
店
内
は
近
隣
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
賑
わ
っ
て
い
て
、
う
る
さ
く
な
い
程
度
良
い
、
ま
さ
に
大
人
の
社
交
場

と
い
っ
た
雰
囲
気
の
中
、
ホ
ー
ル
の
一
角
を
貸
し
切
り
に
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

幹
事
、
永
井
副
支
部
長
の
進
行
で
、
田
畠
支
部
長
の
挨
拶
、
森
山
監
査

の
乾
杯
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
途
中
で「
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」

を
行
い
勝
者
に
は
田
畠
支
部
長
よ
り
景
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
和
や
か

に
懇
談
も
出
来
、
中
締
め
を
荒
川
副
支
部
長
に
、
最
後
に
お
店
の
前
に
て

参
加
者
全
員
で
集
合
写
真
を
撮
り
、
解
散
し
ま
し
た
。

12
月
拡
大
幹
事
会

12 月拡大幹事会
2021.12.1
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新
執
行
部
体
制
の
も
と
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
よ
り
各
種
活

動
が
制
約
さ
れ
る
中
、
令
和
３
年
12
月
３
日
、
17
時
30
分
よ
り
「
銀
座
ら

ん
月
」
に
て
次
期
役
員
選
考
委
員
会
を
か
ね
て
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の

会
を
15
名
の
出
席
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

17
時
30
分
よ
り
次
期
役
員
選
考
委
員
会
を
開
催
、
次
期
支
部
長
候
補
に

誠
文
社
印
刷
㈱　

荒
川
治
彦
氏
（
副
支
部
長
）
を
選
任
、
選
考
委
員
９
名

全
員
で
承
認
。

18
時
よ
り
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会
懇
親
会
を
開
催
、
恒
本
副
支
部

長
の
進
行
で
、
初
め
に
物
故
者
（
顧
問　

松
川
昭
義
殿
、
参
与　

金
山
耕

二
殿
）
へ
の
黙
祷
、
田
畠
義
之
支
部
長
挨
拶
、
田
畠
一
彌
顧
問
の
挨
拶
・

乾
杯
で
懇
親
会
を
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
銀
座
ら
ん
月
」
佐
竹

支
配
人
の
配
慮
に
よ
り
美
味
し
い
料
理
を
安
価
に
て
提
供
い
た
だ
き
、
和

や
か
に
懇
談
も
出
来
、
中
締
め
を
水
野
雅
生
顧
問
に
し
て
い
た
だ
き
閉
会

致
し
ま
し
た
。

顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会

顧問・相談役・参与の会
2021.12.3
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さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
「
祝
宴
」
で
は
白
橋
副
理
事
長
の
乾
杯
で
開
演
と
な
り
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
組

織
共
済
委
員
会
の
浜
田
委
員
長
の
音
頭
に
よ
り
、
力
強
い
三
本
締
め
を
行

い
、
閉
会
し
ま
し
た
。

１
月
11
日
㈫
に
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
東
京
に
お
い
て
「
新
春
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
京
橋
支
部
か
ら
は
田
畠
支
部
長
は
じ
め
16
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
着
席
形
式
で
、

人
数
を
制
限
し
た
上
で
の
開
催
と
な
り
、
第
一
部
は
「
式
典
」、
第
二
部
は

「
祝
宴
」
と
２
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
組
合
員
の
ほ
か
、
東
京
都
選
出

の
国
会
議
員
、
東
京
都

印
刷
産
業
連
盟
の
都
議

会
議
員
を
は
じ
め
と
す

る
来
賓
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
会
員
等
、
出
席

２
４
２
名
に
よ
る
新
年

会
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
「
式
典
」
で

は
滝
澤
理
事
長
の
挨

拶
、
国
会
議
員
、
都
議

会
議
員
挨
拶
紹
介
が
あ

り
、
公
務
の
た
め
欠
席

と
な
っ
た
小
池
東
京
都

知
事
か
ら
の
「
新
春
の

集
い
」
に
向
け
た
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介

東
京
都
印
刷
工
業
組
合「
新
春
の
集
い
」開
催

新春の集い
2022.1.11
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セミナー
2022.2.15

セ
ミ
ナ
ー

「
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
」

講
師
：
富
澤　

隆
久 

氏

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
京
橋
支
部
で
は
、
２
０
２
２
年
２
月
15
日
㈫
18

時
30
分
よ
り
京
華
ス
ク
エ
ア
内
の
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
第
２
会
議
室
に
お

い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
造
詣
の
深
い
富
澤
印
刷
株
式
会
社
・
富
澤
隆

久
社
長
を
お
招
き
し
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
」
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
行
事

で
あ
り
密
を
な
る
べ
く

避
け
る
た
め
、
会
場
参
加

と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の

い
ず
れ
か
を
選
択
で
き

る
方
式
に
て
開
催
し
、
会

場
参
加
13
名
、
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
16
名
の
計
29
名

が
聴
講
し
ま
し
た
。

講
師
で
あ
る
富
澤
氏

は
、
10
年
以
上
前
よ
り
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
可
能
性
に
注
目
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
独
自
に
調

査
・
研
究
を
重
ね
ら
れ
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
Ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ 

２
と
Ｌ
ｅ

ｖ
ｅ
ｌ 

３
の
２
コ
ー
ス
に
分
け
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
Ｌ
ｅ

ｖ
ｅ
ｌ 

１
は
超
初
級
編
と
の
こ
と
で
す
）

Ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ 

２
で
は
、「
印
刷
会
社
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
」
に
関

す
る
概
論
か
ら
始
ま
り
、
印
刷
会
社
に
と
っ
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
位
置

付
け
、そ
し
て
着
目
す
べ
き
点
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
自
社
の
持
つ
技
術
の
一
つ
の
側
面
に
の
み
光
を

当
て
強
調
す
る
手
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
（
富
澤
氏
は
「
尖
ら
せ
る
」
と
い

う
表
現
を
使
い
ま
す
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
大
海
に
埋
没
し
て
し
ま
う

と
い
う
説
明
が
あ
り
、
ま
た
「
一
般
消
費
者
向
け
の
製
品
を
持
た
な
い
印

刷
会
社
に
と
っ
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
販
売
の
た
め
の
窓
口
で
は
な
く

会
社
の
信
用
度
を
高
め
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
し
か
な
い
」
と
い
う
結
論
を

示
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ 

３
で
は
「
尖
ら
せ
る
」
手
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
プ

ロ
セ
ス
を
実
践
的
に
体
験
し
、
そ
の
上
で
「
尖
ら
せ
る
」
た
め
に
必
要
な

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
専
門
家
の
講
演
も
勉
強
に
な
り
ま
す
が
、
富
澤
氏

は
印
刷
業
界
で
永
年
に
渡
り
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
り
、
印
刷
会
社
の

観
点
か
ら
の
考
察
は
、
一
般
的
に
語
ら
れ
る
知
見
と
は
一
線
を
画
し
て
お

り
、
今
後
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
よ
り
活
用
し
よ
う
と
考
え
る
京
橋
支
部
員

に
と
っ
て
は
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
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▽
令
和
３
年

４
月
１
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

４
月
８
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

４
月
15
日
㈭　

本
部
理
事
会

於
・
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
日
本
橋

４
月
20
日
㈫　

２
０
２
１
年
度
京
青
会
通
常
総
会
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）

５
月
12
日
㈬　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

５
月
13
日
㈭　

本
部
「
総
代
会
」

於
・
ザ
・
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京

５
月
22
日
㈬　

京
橋
危
険
物
電
気
安
全
協
会
総
会
（
書

面
承
認
決
議
）

５
月
19
日
㈬　

第
１
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー　
（
中
止
）

５
月
26
日
㈬　

令
和
３
年
日
本
橋
支
部
通
常
総
会　

（
書
面
議
決
）

５
月
28
日
㈮　

令
和
３
年
京
橋
支
部
通
常
総
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階　

会
議
室

１
、
司
会
・
開
会
の
こ
と
ば　
　
　

十
文
字
副
支
部
長

２
、
挨　
　
　
　

拶 

田
畠
支
部
長

３
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
の
選
出

支
部
の
動
き

 

（
鎮
目
竜
大
・
田
部
井
高
仁
）

４
、
議　
　
　

事

第
１
号
議
案　

令
和
２
年
度
事
業
報
告

 

荒
川
副
支
部
長

第
２
号
議
案　

令
和
２
年
度
収
支
決
算
報
告

 

永
井
副
支
部
長

　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
度
会
計
監
査
報
告

 

森
山
監
査

第
３
号
議
案　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
（
案
）　

 

恒
本
副
支
部
長

第
４
号
議
案　

令
和
３
年
度
収
支
予
算
（
案
）　

 

永
井
副
支
部
長

第
５
号
議
案　

次
期
役
員
選
考
委
員
の
選
任
に
つ

い
て 

田
畠
支
部
長

５
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
の
解
任

６
、
前
期
支
部
長
お
よ
び
前
期
役
員
・
長
寿
者
へ
の
記

念
品
贈
呈

７
、
閉
会
の
こ
と
ば 

吉
田
副
支
部
長

※
懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

６
月
３
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

６
月
６
日
㈭　

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会「
定
時
総
会
」

（
書
面
議
決
）

６
月
10
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

６
月
23
日
㈬　

第
２
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー　
（
中
止
）

７
月
８
日
㈭　

本
部
理
事
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

７
月
14
日
㈬　

第
３
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階
（
中
止
）

９
月
２
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

９
月
９
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

９
月
15
日
㈬　

第
４
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階
（
中
止
）

10
月
２
日
㈯　

京
橋
オ
ー
プ
ン

於
・
お
お
む
ら
さ
き
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

10
月
５
日
㈫　

本
部
第
54
回
「
敬
老
の
集
い
」

於
・
明
治
記
念
館
（
代
表
参
加
辞
退
）

10
月
14
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

10
月
20
日
㈬　

第
５
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

10
月
21
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

11
月
４
日
㈭　

本
部
理
事
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

11
月
11
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

11
月
17
日
㈬　

第
６
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

支部の動き
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セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

12
月
１
日
㈬　

京
橋
支
部
「
拡
大
幹
事
会
」

於
・
京
橋
モ
ル
チ
ェ

12
月
２
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

12
月
３
日
㈮　

顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会

於
・
銀
座
ら
ん
月

12
月
15
日
㈬　

第
７
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
３
階

▽
令
和
４
年

１
月
９
日
㈭　

工
団
連
「
新
年
初
顔
合
せ
会
」

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

１
月
11
日
㈫　

本
部
「
新
春
の
集
い
」

於
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

１
月
13
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

１
月
19
日
㈬　

第
８
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

１
月
26
日
㈬　

京
橋
支
部
「
新
春
の
つ
ど
い
」

於
・
第
一
ホ
テ
ル
東
京　

１/

20
に
開
催
中
止

２
月
３
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

２
月
９
日
㈬　

第
９
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

２
月
10
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

２
月
15
日
㈫　
「
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
活
用
」
勉
強
会
・
セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

３
月
３
日
㈭　

本
部
支
部
長
会

於
・
日
本
印
刷
会
館
２
階

３
月
９
日
㈬　

第
10
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

３
月
10
日
㈭　

部
長
・
監
査
・
京
青
会
会
長
・
地
区
長

の
会　

於
・
京
華
ス
ク
エ
ア
２
階

３
月
17
日
㈬　

本
部
常
任
役
員
会
・
理
事
会

慶
　
弔
　
報
　
告

結
婚

　

・
新
川
・
月
島
地
区

　
　

昌
平
堂
印
刷
㈱　

伊
森
社
長　

長
女　

伊
森　

え
み
子
様　

11
月

弔
事

　

・
湊
・
八
丁
堀
地
区

　
　

石
澤
印
刷
㈱

　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　
　

石
澤　
　

勉
殿　

４
月

　
　

松
川
印
刷
㈱

　
　
　

会
長　
　
　
　
　
　
　

松
川　

昭
義
殿　

７
月

　
　

正
和
印
刷
㈱

　
　
　

代
表
取
締
役　
　
　
　

西
田　

正
己
殿　

９
月

　
　

三
雄
舎
印
刷
㈱

　
　
　

十
文
字
社
長　

ご
母
堂　十

文
字　

陽
子
殿　

10
月

・
新
川
・
月
島
地
区

　
　

金
山
印
刷
㈱

　
　
　

金
山
社
長　

ご
尊
父　

金
山　

耕
二
殿　

11
月

　
　

オ
フ
ィ
ス
イ
シ
イ

　
　
　

石
井
社
長　

ご
尊
父　

石
井　

幸
雄
殿　

２
月

支
部
員
の
異
動

○
代
表
者
変
更

　

・
湊
・
八
丁
堀
地
区

　
　

石
澤
印
刷
㈱ 

石
澤　

由
香
子
殿　

４
月

　
　

㈱
デ
ィ
グ 

篠
倉　

奈
緒
美
殿　

５
月

●
脱
退

　

・
京
橋
・
銀
座
地
区

　
　

㈱
ク
レ
ス
ト
ア
イ 

３
月

　
　

㈲
三
青
社 

３
月

　

・
新
富
・
築
地
・
入
船
地
区

　
　

信
誠
印
刷
㈱ 

８
月

　

・
湊
・
八
丁
堀
地
区

　
　

㈲
和
田
印
刷
所 

５
月

　
　

正
和
印
刷
㈱ 

２
月

　
　

明
文
社
印
刷
㈱ 

３
月

　
　

㈱
興
文
堂 

３
月

支部の動き


